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▲昨年開催された津幡大会で力漕する戸田市議会チーム「サクラソウ」
※ 手前

い
財
政
状
況
が
続
く
と
考

え
る
が
、
健
全
な
財
政
運

営
の
維
持
に
、
ど
う
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
。

市
長　
債
務
の
抑
制
や
基

金
残
高
の
一
定
水
準
の
確

保
に
よ
る
財
政
規
律
の
維

持
と
、
効
果
的
な
未
来
へ

の
投
資
、
成
長
戦
略
を
両

輪
と
し
て
、
引
き
続
き
行

財
政
改
革
の
推
進
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

き
る
「
チ
ー
ム
学
校
」
の

取
り
組
み
も
進
め
て
い
く
。

議
員　
本
市
の
「
障
害
者

差
別
解
消
法
」
の
施
行
後

の
取
り
組
み
は
。

市
長　
職
員
や
民
間
企
業

に
対
し
、「
差
別
解
消
法
」

の
趣
旨
が
理
解
さ
れ
る
よ

う
働
き
か
け
て
い
く
。

　
ま
た
、
教
員
と
サ
ポ
ー

ト
ス
タ
ッ
フ
の
連
携
で
学

校
を
運
営
す
る
「
チ
ー
ム

学
校
」
の
推
進
は
。

市
長　
子
ど
も
た
ち
に
必

要
な
資
質
・
能
力(

21
世

紀
型
ス
キ
ル)

を
育
成
す

る
た
め
に
組
織
を
改
め
た
。

英
検
３
級
取
得
に
向
け

た
英
語
教
育
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
の
充
実
、
民
間
教
育
事

業
者
に
よ
る
放
課
後
学
習

な
ど
、
確
か
な
学
力
を
育

成
し
て
い
く
。

教
員
が
授
業
に
専
念
で

ダ
ー
と
な
る
防
災
士
の
増

加
育
成
が
急
務
と
考
え
る

が
、
取
り
組
み
を
伺
う
。

市
長　
自
助
・
共
助
重
視

の
地
域
防
災
力
向
上
に
寄

与
す
る
防
災
士
育
成
の
た

め
、
防
災
士
資
格
取
得
支

援
事
業
を
開
始
し
、
28
人

が
資
格
を
取
得
す
る
が
、

さ
ら
に
事
業
を
継
続
し
て

い
く
。

市
長　
社
会
福
祉
協
議
会

に
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験

や
実
績
を
生
か
し
、
高
齢

者
の
生
活
を
支
え
る
生
活

支
援
体
制
づ
く
り
の
中
核

と
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

移
転
に
よ
り
、
市
の
保
健

部
門
と
の
連
携
が
深
ま
り
、

健
康
増
進
や
介
護
予
防
等
、

さ
ら
な
る
地
域
福
祉
の
向

上
に
期
待
す
る
。

議
員　
今
後
も
大
変
厳
し

「ボートのまち戸田」の
さらなる推進ＰＲは

志政クラブ　熊木 照明　議員

「創生総合戦略」を　　
どう進めていくのか

総括質問総括質問

議
員　
本
市
の
ス
ポ
ー
ツ

推
進
に
つ
い
て
、
９
月
に

市
制
施
行
50
周
年
事
業
と

し
て
「
全
国
市
町
村
交
流

レ
ガ
ッ
タ
戸
田
大
会
」
が

開
催
さ
れ
る
が
、「
ボ
ー

ト
の
ま
ち
戸
田
」
を
さ
ら

に
推
進
Ｐ
Ｒ
す
る
絶
好
の

機
会
と
考
え
る
が
、
今
後

の
展
望
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
「
全
国
市
町
村
交

流
レ
ガ
ッ
タ
戸
田
大
会
」

の
開
催
は
、「
ボ
ー
ト
の
ま

ち
戸
田
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る
絶

好
の
機
会
と
捉
え
、
今
あ

議
員　
戸
田
市
版「
ま
ち・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」
は
、
４
つ
の
基
本

目
標
に
基
づ
い
て
取
り
組

む
と
し
て
い
る
が
、
平
成

28
年
度
か
ら
、
何
を
、
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の

か
、
主
な
取
り
組
み
を
伺

う
。

市
長　
「
総
合
戦
略
」
の

４
つ
の
基
本
目
標
を
実
現

す
る
た
め
、
平
成
31
年
度

ま
で
の
事
業
計
画
「
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
、
各

部
連
携
し
作
成
し
て
い
る
。

議
員　
地
域

包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
を
具

体
化
し
て
い

く
上
で
、
地

域
福
祉
の
考

え
方
は
必
要

不
可
欠
と
考

え
る
が
、
社

会
福
祉
協
議

会
本
部
を
福

祉
保
健
セ
ン

タ
ー
に
移
転

さ
せ
る
こ
と

で
期
待
す
る

効
果
は
。

学
校
教
育
で
の
先
進
的

取
り
組
み
へ
の
考
え
は

健
全
な
財
政
運
営
へ
の

取
り
組
み
は

▶
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
を
使
っ
た
授
業
風
景

る
準
備
委
員
会
か
ら
実
行

委
員
会
へ
移
行
し
、
本
市

の
良
さ
、
魅
力
を
全
国
に

発
信
で
き
る
よ
う
、
オ
ー

ル
戸
田
で
臨
み
、
よ
り
多

く
の
市
民
に
ボ
ー
ト
競
技

を
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　
本
市
は「
地
域
防
災

計
画
」
に
よ
り
対
策
を
講

じ
て
い
る
が
、
い
ざ
と
い

う
と
き
の
た
め
防
災
リ
ー

総括質問とは、新年度の施政方針または
市長就任時に行われる所信表明に対する質
問で、２人以上で構成する会派による代表
制質問のことです。
今定例会では、３月３日の本会議におい
て、５人の議員が会派を代表して総括質問
を行い、市長の施政方針に対して考えをた
だしました。
ここに掲げたのは、その質問・答弁の大
要です。総括質問の原稿は、質問者本人が
執筆しております。総括質問の模様は、議
会ホームページからご覧いただくことがで
きます。
なお、施政方針の内容は、４月１日号の「広
報戸田市」に掲載されていますので、あわ
せてご覧ください。

　公明党　手塚 静枝　議員

主
な
取
り
組
み
は
、
不

動
産
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活

用
や
、
女
性
就
職
応
援
事

業
等
に
力
を
注
い
で
い
く
。

将
来
に
わ
た
っ
て
「
活
力

あ
る
ま
ち
」
で
あ
る
た
め

に
、
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
く
。

議
員　
指
導
課
を
教
育
政

策
室
に
改
め
た
経
緯
と
、

先
導
的
・
先
見
的
な
教
育

の
取
り
組
み
と
は
何
か
。

社会福祉協議会本部
移転の効果は

平成会　秋元 良夫　議員

職
員
の
接
遇
改
善
を

防
災
力
向
上
の
対
策
を

「市の保健部門との
連携が深まる」

「オール戸田の体制で臨む」「活力あるまち」に
全力で取り組む

▲ 114 本の桜が咲き誇ります…戸田桜づつみ

議
員　
窓
口
応
対
に
つ
い

て
接
遇
の
不
満
が
見
ら
れ
、

「
住
み
た
い
住
み
続
け
た

い
ま
ち
戸
田
」
を
目
指
す

な
ら
、
市
役
所
の
顔
で
あ

る
職
員
の
接
遇
改
善
は
必

須
と
思
う
が
、
取
り
組
み

は
。

市
長　
本
市
の
発
展
の
た

め
、
職
員
の
人
材
育
成
は

要
で
あ
り
、
市
民
と
信
頼

関
係
を
築
け
る
職
員
の
育

成
に
し
っ
か
り
努
め
て
い

く
。

総
括
質
問

一
般
質
問

委
員
会
の
審
査
か
ら

委
員
会
年
間
活
動
成
果

総
括
質
問

一
般
質
問

委
員
会
の
審
査
か
ら

委
員
会
年
間
活
動
成
果

先
導
的
・
先
見
的
な
教

育
の
取
り
組
み
と
は

「
障
害
者
差
別
」
解
消
は

議
員　
社
会
の
変
化
が
加

速
化
し
て
い
る
時
代
を
生

き
抜
く
子
ど
も
た
ち
へ
の
、

学
校
教
育
に
お
け
る
先
見

的
・
先
進
的
な
取
り
組
み

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

市
長　
社
会
を
生
き
抜
く

力
を
身
に
つ
け
る
た
め
に

は
、
先
を
見
通
し
た
教
育

が
必
要
で
あ
る
。
専
門
的

か
つ
幅
の
広
い
「
知
の
リ

ソ
ー
ス
」
の
活
用
を
図
る

た
め
、
い
わ
ゆ
る
「
産
官

学
民
」
と
積
極
的
に
連
携

を
図
っ
て
い
く
。

▶
社
会
福
祉
協
議
会
本
部
の
移
転
先
で
あ
る

 　

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー


